










































































































































臨床病期はT1c 11例、T2a 13例、T2b 8例、T2c 10例、T3a 18例であった。
16例に拡大リンパ節廓清を施行した。
【結果】コンソール時間は平均255分（142-330）、出血量は平均164ml（20-700）
であった。病理所見はpT2aが6例、pT2bが2例、pT2cが24例、pT3aが18例、
pT3bが10例であった。断端陽性率はpT2で18.8%、pT3aで11.1%、pT3bで50%
であった。リンパ節転移を4例、PSA再発は7例に認めた。
【結論】コンソール時間、平均出血量は諸家の報告と比べて遜色のない結果で
あった。また断端陽性率も高リスク患者群に対する結果としては良好であっ
た。pT3b症例は断端陽性率、リンパ節転移陽性率、PSA再発率が高い傾向が
見られた。
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転移性腎腫瘍に対する治療内容と生存期間に関する検討
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【背景・目的】腎は悪性腫瘍の遠隔転移臓器として剖検上は稀ではないが、生
前に診断され治療の対象となることは少ない。当施設において12例の他臓器
転移の無い転移性腎腫瘍の症例を経験したので治療内容と生存期間の検討を
行い診断後のアウトカムについて検討した。
【方法】平成19年4月1日から平成27年3月31日までに石巻赤十字病院にて入院
加療された転移性腎腫瘍の患者12名について、年齢、性別、原発巣（発症日、
治療、病理所見）、転移巣（発症日、治療、病理所見）、転帰について検討を行った。
【結果】患者は54～84歳（平均65.7歳）、12名（男性8例、女性4例）であった。
原発巣は肺癌6例、大腸癌3例、食道癌2例、乳癌1例であった。うち転移巣に
対し外科的治療を行ったものは4例、手術なしのものは8例であった。原発巣
別の平均生存期間はそれぞれ肺癌14.2ヶ月、大腸癌20.3ヶ月、食道癌19.5ヶ月、
乳癌14ヶ月であり、癌腫による差は認められなかった。外科的治療群と無治
療群の平均生存期間はそれぞれ28.3ヶ月、10.8ヶ月と外科治療群において長い
傾向が認められた。
【結論】転移性腎腫瘍に対する外科的治療は、患者の全身状態、原発巣の病勢、
治療による延命効果などを考慮し慎重に検討する必要がある。※（うち原発
巣に対して手術のみ1例、手術+化学療法2例、化学療法のみ2例、化学+放射線
療法1例、手術+化学+放射線療法1例、無治療1例）
